
気象庁
銚子地方気象台①地球温暖化ってなにかな

地球温暖化って、どのようなことかな。二酸化炭素が増え続けたらど
うなるのかな。私たちにできることはあるのかな。パネルをご覧いただき、
身近にできることがないか、皆さんで考えてみましょう。
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気象庁
銚子地方気象台②地球温暖化による生活などへの影響

健康被害

高温による熱中症患者増加短時間強雨の増加による土砂崩れ等の増加

渇水・干ばつのリスクの増加

高潮、高波被害の増加

害虫発生

食料問題

感染症リスクの増加

種の減少・絶滅

植物の枯死（こし）
生態系の変化

生息地の減少

地球温暖化が進み
環境の変化がもたらすものは…

地球温暖化が進むと、気候の変化、海面の上昇、異常気象の増
加により、高温による熱中症患者の増加、短時間強雨の増加による
土砂崩れ等の増加、食糧問題など私たちの生活にも直接影響を及ぼ
す懸念があります。

地球温暖化が進むと…

海面の上昇気候の変化

異常気象の増加



気象庁
銚子地方気象台③二酸化炭素の観測と観測結果

日本国内の二酸化炭素観測所における月平均濃度の変化（ppm）

気象庁では、環境気象観測を下図のとおり行っています（海洋では、
啓風丸（けいふうまる）や凌風丸（りょうふうまる）が実施）。
二酸化炭素の観測は、人間活動による汚染の影響が少ない場所と
して、綾里（りょうり）（岩手県大船渡市）、南鳥島（東京都小笠原
村）、与那国島（沖縄県与那国町）の3か所で観測を行っています。

ppm：大気中の分子100万個中にある対象物質の個数を表す単位

日本国内の二酸化炭素の濃度は、季節変化を繰り返しながら増加
しています。産業革命（1750年）以前の平均的な値とされる
278ppmと比べて、約50%も増加し410ppmを超えました。



気象庁
銚子地方気象台④銚子の年平均気温と年間降水量の変化

銚子の年平均気温は、様々な変動を繰り返しながら上昇して
おり、長期的には100年あたり1.20℃の割合で上昇しています。

黒線：
毎年の平均気温
青線：
毎年の平均気温の
５年移動平均
赤線：
長期的な変化傾向
▲：観測所の移転
※1945年は欠測

※日本の年平均気温の算出には、銚子地方気象台の気温が採用されています。

銚子の年間降水量の変化は、年ごとの変動が大きく、明瞭な増
減傾向はみられません。

棒線：
毎年の年間降水量
青線：
毎年の年間降水量の
5年移動平均
※1945年は欠測

銚子の年平均気温（1887～2022年）

銚子の年降水量（1887～2022年）



気象庁
銚子地方気象台

⑤銚子の年間真夏日日数と年間熱帯夜
日数の変化

銚子の年間の真夏日日数（日最高気温30℃以上）は、100年
あたり16.7日の割合で増加しています。今年は、1887年の統計
開始以来、最多の日数となりました。

銚子の年間真夏日日数（1887~2023年）

銚子の年間熱帯夜日数（1887~2023年）

銚子の年間の熱帯夜日数（日最低気温25℃以上）は、100年
あたり9.7日の割合で増加しています。今年は、1887年の統計開
始以来、最多の日数となりました。

地点 要素 2023年 更新 従来極値

銚子 年間真夏日日数（日最高気温30℃以上） 59日※ 1 52日（1892) 

地点 要素 2023年 更新 従来極値

銚子 年間熱帯夜日数 （日最低気温25℃以上） 40日※ 1 19日（2020）

棒線：
年間の発生回数
青線：
日数の5年移動平均値
赤線：
長期的な変化傾向
（1897年の移転後に着目）
▲：観測所の移転
欠測：1945年
※2023年の値は暫定値
（11月末日現在での値）

棒線：
年間の発生回数
青線：
日数の5年移動平均値
赤線：
長期的な変化傾向
（1897年の移転後に着目）
▲：観測所の移転
欠測：1945年
※2023年の値は暫定値
（11月末日現在での値）



気象庁
銚子地方気象台⑥将来予測のまとめ（日本の気候変動2020概要編より）


